
ワーグナー作曲 オペラ「タンホイザー」より 

Freudig  begrüßen  wir  die  Halle  

よろこんで 挨拶をおくろう、この殿堂に（歌の殿堂） 

 

タンホイザーというのは、このオペラの主人公の騎士の名前。 

ヴェルディ作曲のオペラに「ラ・トラヴィアータ」（椿姫）という作品がある。これは道を

踏みはずしてしまった女性の話であるが、この「タンホイザー」は、その男性版で道を踏み

はずしてしまった騎士の話である。 

 台本は、ワーグナー自身によって書かれた大人のおとぎ話。時は 15世紀頃、場所はドイ

ツのチューリンゲン地方。 騎士タンホイザーには、チューリンゲン地方を治める領主ヘル

マンの姪エリザベートという恋人がいるにもかかわらず、邪悪な愛の神、ヴェーヌスに誘惑

され、彼女の住む丘に入り浸っている。しかしそんな生活も長続きはせず、彼は元の恋人エ

リザベートとのよりを戻すため、ヴァルトブルクの歌合戦に出場することになる。その歌合

戦の開幕に歌われるのがこの合唱曲である。 

 

はなやかなトランペットが鳴り響き、聴衆がヴァルトブルク城に入場してくる。テノールと

バスは、騎士や貴族に扮して登場し歌い始める（２４小節～３９小節）。調は変ロ長調。 

ソプラノはソ、アルトはミ、テノールとバスはドから始まります。 

４０小節目から、ソプラノとアルトが貴族の婦人に扮して登場、５５小節まで女声合唱。 

５６小節から再び男声合唱、６６小節目から混合となる。 

６８小節～７１小節まではハ長調に転調。 

７２小節～７６小節まではヘ短調。 

７７小節～７９小節まではヘ長調。 

８０小節～８３小節までが変ホ短調。 

８４小節から最後までは再び変ロ長調。 


